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六
月
十
三
日
（
木
）
～
十
六
日

（
日
）
、
宮
城
県
仙
台
市
仙
台
国
際
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
第
六
十
七
回
全
国

ろ
う
あ
者
大
会
「
き
ら
め
く
手
話 

ず
い
と
伸
ば
そ
う 

な
か
ま
と
と
も

に 

復
興
へ
の
み
や
ぎ
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
三

二
八
〇
名
が
集
い
ま
し
た
。 

十
三
日
（
木
）
、
十
四
日
（
金
）
に
理
事

会
・
評
議
員
会
が
開
か
れ
、
十
五
日

（
土
）
は
研
分
科
会
、
青
年
の
集
い
、

高
齢
者
の
集
い
が
特
別
企
画
、
前
夜

祭
な
ど
が
あ
り
、
十
六
日
（
日
）
に
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

仙
台
市
で
の
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
、

山
口
県
か
ら
も
十
九
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。 

来
年
度
は
、
二
〇
二
〇
年
六
月
十
一

日
～
十
四
日
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。 

皆
さ
ん
、
参
加
し
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。 

第
六
十
七
回 

全
国
ろ
う
あ
者
大
会 

第
四
十
五
回
耳
の
日
記
念 

山
口
県
大
会 

 

第
四
十
五
回
耳
の
日
記
念
山
口

県
大
会
は
三
月
三
日
（
日
）
に
宇
部

市
多
世
代
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
の
後
に
「
山
口
県
手
話
言
語
条

例
に
向
け
た
取
り
組
み
」
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
あ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
山
口
県

立
大
学
社
会
福
祉
学
部
・
学
部
長
の

内
田
充
範
氏
、
宇
部
興
産
特
例
子
会

社
リ
ベ
ル
タ
ス
興
産
職
業
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
梅
田
晶
子
氏
、
当
会
の
理
事

長
の
赤
井
正
志
氏
三
名
に
よ
る
討
論

さ
れ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
京
都
市
聴
覚
言
語
障

害
セ
ン
タ
ー
養
成
・
情
報
支
援
課
・
課

長
の
岩
本
重
雄
氏
の
記
念
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
「
私
と
ろ
う
運
動
」
と
題

し
ま
し
て
、
手
話
の
魅
力
と
手
話
は

言
語
で
あ
る
事
を
話
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
三
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加

者
に
お
越
し
頂
い
て
、
大
会
は
盛
況

の
う
ち
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

                                                     

第
十
一
回
中
国
・四
国
地
区 

ろ
う
あ
者
体
育
大
会 

 

第
六
十
五
回
中
国
地
区
ろ
う
あ

者
大
会
は
五
月
十
七
日
（
金
）
か
ら

十
八
日
（
土
）
二
日
間
岡
山
県
倉
敷

市
の
く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
、

お
笑
い
芸
人
の
河
本
準
一
氏
の
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
演
題
は
「
私

が
手
話
を
始
め
た
理
由
」
で
河
本
氏

が
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
手
話
を
使

っ
て
講
演
を
し
て
頂
い
た
の
で
感
動

し
ま
し
た
。
桃
太
郎
の
物
語
で
「
昔

あ
の
山
で
じ
い
ち
ゃ
ん
が
二
人
い
ま

し
た
。
」
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
じ
っ
て

手
話
で
芝
居
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
で
山
口
県
か
ら
渡
辺

妙
子
氏
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。
次
回

は
二
〇
二
一
年
五
月
に
島
根
県
松

江
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

五
月
十
九
日
（
日
）
に
岡
山
県
倉
敷

市
・
中
山
運
動
公
園
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ボ
ウ
ル
と
総
社
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

な
ど
各
地
に
て
第
十
一
回
中
国
・
四
国

地
区
ろ
う
あ
者
体
育
大
会
を
行
わ
れ

ま
し
た
。 

山
口
県
か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

競
技
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
へ
参
加
さ

れ
ま
し
た
。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
で
山
口
県

の
大
賀
一
誠
氏
が
見
事
に
優
勝
し
ま

し
た
。
又
、
山
口
県
の
佐
伯
竹
重
氏
が

二
位
に
入
り
ま
し
た
。 

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
は
山
口
県
か
ら
は

入
賞
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

次
回
は
二
〇
二
〇
年
五
月
に
徳
島
県

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

                                             

第
六
十
五
回 

中
国
地
区
ろ
う
あ
者
大
会 
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皆
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
ＬⅠ

Ｎ
Ｅ
は
、
一
対
一
や
り
と
り
の

ア
プ
リ(

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
活
用
）

で
す
。 

こ
の
ＬⅠ

Ｎ
Ｅ
＠
は
、
多
数

の
人
へ
の
情
報
発
信
で
き
る
ア

プ
リ(

情
報
発
信
活
用
）で
す
。 

分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
「
Ｌ

Ⅰ

Ｎ
Ｅ
」
は
、
個
人
で
の
メ
ー
ル

の
や
り
取
り
、
「
ＬⅠ

Ｎ
Ｅ
＠
」

は
、
メ
ル
マ
ガ
に
近
い
感
覚
で

す
。 

ＬⅠ

Ｎ
Ｅ
＠
の
特
徴
は
、
メ
ル
マ

ガ
の
よ
う
に
、
山
口
県
ろ
う
あ

連
盟
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
数
の

人
へ 

一
斉
送
信
で
き
ま
す
。 

(

ト
ー
ク
は
出
来
ま
せ
ん
。) 

          
 

※
追
加
し
ま
し
た
ら
、
名
前

と
市
名
を
入
れ
て
送
信
お
願

い
し
ま
す
。  

 

お
し
ら
せ 

ＱＲコードで 
読み込みして追加
登録お願いします。 

 

六
月
二
十
三
日
（
日
）
に
山
口
県
セ

ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
講
堂
に
於
い
て
山
口

県
ろ
う
者
大
会
二
〇
一
九
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
員
百
四
十
八
名
の

う
ち
出
席
し
た
の
は
四
十
八
名
で
し

た
。
（委
任
八
十
二
名
） 

午
前
中
は
二
〇
一
八
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
報
告
が
滞
こ
お
り
な
く
進

め
ら
れ
、
二
〇
一
九
年
度
の
事
業

案
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
全
会
員
に

承
諾
さ
れ
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
記
念
講
演
で
現
在
全
国

手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
後
援
会
会
長
の

清
田
廣
氏
が
「
僕
の
ろ
う
あ
運
動
五

十
五
年
の
人
生
」
と
題
し
て
熱
弁
を

奮
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
大
阪
で
数
々

の
役
職
を
兼
任
し
な
が
ら
パ
ワ
フ
ル

な
活
動
を
続
け
て
い
ら
れ
る
清
田
氏

に
圧
倒
さ
れ
、
熱
の
こ
も
っ
た
話
し
ぶ

り
に
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

七
月
七
日
（
日
）
に
山
口
県
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

手
話
と
健
康
学
習
会
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
「も
っ
と
知
ろ
う
！
ケ

イ
ワ
ン
に
つ
い
て
」
垰
田
講
師
（ 

滋

賀
医
科
大
学
社
会
医
学
講
座
衛

生
学 

准
教
授
）
と
「
手
話
に
関
わ

る
私
た
ち
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
」

伊
藤
利
明
氏
（
全
国
手
話
通
訳
問

題
研
究
会 

健
康
対
策
部
長
）
二

部
構
成
に
て
、
手
話
通
訳
者
の
健

康
問
題
の
歴
史
と
起
き
る
症
状
、

筋
肉
が
疲
労
す
る
要
因
に
つ
い
て

な
ど
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

手
話
通
訳
の
利
用
有
・
無
別
（
医

療
機
関
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
情
報
提
供
の
状
況
）
の
き
っ
か

け
か
ら
、
手
話
通
訳
者
事
例
か
ら

始
ま
り
、
手
話
通
訳
の
健
康
問
題

の
歴
史
か
ら
運
動
と
の
関
わ
り
を

知
り
ま
し
た
。
健
聴
者
だ
け
で
な

く
、
ろ
う
者
も
一
緒
に
学
ば
な
け

れ
ば
全
国
的
に
理
解
で
き
な
い
ま

ま
病
気
が
な
く
な
ら
な
い
状
況
が

分
か
り
ま
し
た
。 

今
後
も
県
ろ
う
あ
連
盟
と
山
通

研
の
仲
間
と
と
も
に
学
習
会
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

七
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
、
中
国
地
区
ろ
う
あ
女

性
集
会
が
広
島
市
東
区
地
域

セ
ン
タ
ー
で
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
十
七
日
は
手
作
り
体
験

教
室
を
行
い
、
革
の
筆
入
れ
を

作
り
ま
し
た
。
革
は
固
く
て
苦

労
し
ま
し
た
が
、
出
来
上
が
っ

た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
夜

の
交
流
会
は
参
加
者
の
皆
様

と
の
お
喋
り
で
盛
り
上
が
り
楽

し
か
っ
た
で
す
。
二
十
八
日
は

朝
か
ら
式
典
・
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
講
師
は
葛
西
浩
二
氏

（
島
根
県
）
で
「
は
じ
め
て
の
終

活
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
終
活
と
は 

「
死
ぬ

準
備
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
の
毎
日
を
ど
う
有
意

義
に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

話
さ
れ
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま

し
た
。
と
て
も
い
い
お
話
で
参

考
に
な
り
ま
し
た
。 

Ａ
・ 

葬
儀
や
お
墓
の
事
を
考

え
る
。 

Ｂ
・ 
遺
産
を
整
理
す
る
。 

Ｃ
・ 
家
や
モ
ノ
の
生
前
整
理
。 

Ｄ
・ 
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

書
く
。 

Ｅ
・ 

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考

え
る
。 

 

第
二
十
五
回
中
国
地
区

ろ
う
者
文
化
学
習
会
・ 

第

二
十
八
回
文
化
教
養
講
座

が
十
一
月
十
日
（
日
）
に
山

口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
に
て

行
わ
れ
ま
す
。 

講
師
は
二
〇
一
七
年
第
六

十
五
回
全
国
ろ
う
あ
者
大

会
（
福
岡
）
に
て
「
手
話
は
い

の
ち
・
知
ら
れ
ざ
る
全
日
本

ろ
う
あ
連
盟
発
足
秘
話
！
」

上
演
披
露
さ
れ
た
牧
山
定

義
氏
で
す
。 

公
演
・
講
演
両
方
披
露
さ
れ

ま
す
の
で
、
楽
し
み
で
す
。 

皆
さ
ん
、
多
く
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

              

皆
さ
ん
、
多
く
の
参
加
を

い
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

                 

 

 

お
し
ら
せ 


